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序　　文

2004年 2月 24日未明（現地時間）に発生したモロッコ地震は同国に人的及び物的に甚大な被害

を及ぼしました。日本国政府はモロッコ国政府の要請に基づき、一人でも多くの人命を助けるため

に、国際緊急援助隊救助チームを同国へ派遣しました。

距離的なハンディを乗り越え、ヨーロッパ各国の救助隊とほぼ同時期に、他地域の救助隊として

はいち早く現地入りし、捜索・救助活動のための調査にあたりました。結果的に、現地ではモロッ

コ国救助チームと住民の連携により、生存者の救出はほとんど終了しており、日本を含め、各国の

救助チームが現地に到着した時点では、救助チームの活動対象となるような現場がない状況でした。

国際緊急援助隊救助チームはモロッコ国へのこの派遣の機会を利用して、現地の防災局（Pro-

tection Civil）の救助隊員に対して、日本から携行してきた機材や救助犬による捜索活動のデモ

ンストレーションを実施し、また、携行機材の一部を取り扱いについて十分に説明したうえで供与

しました。

日本の救助チーム対して、モロッコ国内務省官房長より、遠い日本からの救援、デモンストレー

ション、機材供与について言及され、深い謝辞が団長に述べられました。

本報告書はその活動についてまとめたものです。本報告書により伝えられる経験が、国際緊急援

助隊の理解、そして今後の国際緊急援助隊救助チームの強化につながることを願ってやみません。

この度の地震で命を落とされた方のご冥福、そして一日も早い同国の復興を願うとともに、国際

緊急援助隊の活動についてご協力とご支援をいただいた皆様に感謝の意を表明いたします。

2004年 4月

独立行政法人　国際協力機構

理　事　伊沢　　正







UNDACとの打ち合わせ（到着時）

カマラの群集
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現場代表者から説明を受ける団長

状況を確認する副団長
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第１章　災害概要

１　災害状況

発生時刻： 2004年 2月 24日　午前 3： 27

（日本時間 5月 24日　午前 11： 27）

地震の規模：マグニチュード6．5

震源地：モロッコ国アル・ホセイマ市近郊

２　被害状況

死者数： 564名以上、負傷者： 300名以上（5月 25日時点）

３　モロッコ政府の対応　

モロッコ政府と軍、プロテクション・シビル（Protection Civile）が救助チームを現地に派

遣し、救助活動にあたっている。

４　諸外国、国際機関及び他援助機関の対応（5月26日現在）

（1）国連人道問題調整事務所（UNOCHA）がUN地域調整官と連絡をとり、情報収集にあた

っている。また、現地UN機関として、6名による災害評価チーム（FAO）を現地に派遣。

（2）国際赤十字が救援活動を開始予定。

（3）その他各国が救助チームなどを派遣。

アルジェリア、ベルギー、フランス、イタリア、ルクセンブルク、ポルトガル、スペイン3チ

ーム（救助、救急車、復旧）、ギリシャ（医療）、米国（災害評価、専門家）、ドイツ（水、電

気）
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第２章　活動内容

１　派遣までの経緯

2月 24日午前 11時 27分（日本時間）にモロッコ北部に地震が発生し、その第一報に外務

省／ JICA国際緊急援助隊事務局が接したのがその約 2時間後の午後 13時 50分ごろであった。

その後、情報の収集に努めたが詳細な被害状況がなかなか判明しなかった。国連人道問題調整事

務所（UNOCHA）の災害情報発信・共有サイトのReliefWebのVir tual OSOCCへの第一報

が午後 14時 25分であることから、日本サイドが地震発生の情報を受け、詳細な情報収集に着手

した時間はかなり早期であった。被災者の規模が時間をおって緩やかに増加するなか、モロッコ

政府からの要請はなかなか発出されなかったが、25日午前 9時 30分に外務省は同政府からの要

請を受け、関係各省庁と協議の上、「救助チーム」の派遣を正式に決定し、23名の隊員を派遣す

ることとなった。

２　活動クロニクル

（すべて日本時間）

・2月24日

11： 27 地震発生

13： 45 外務省国際緊急援助室から情報収集指示

13： 50 JICAフランス事務所へ連絡

・2月25日

09： 30 レスキュー派遣命令

11： 05 チーム構成仮確定（20名）

13： 30 チーム構成最終確定（23名）

17： 00 フライト確定（パリからのチャーター便の確保）

18： 40 エールフランスへの積載荷物重量制限について協議

21： 20 通関終了

21： 58 成田空港出発

・2月26日

12： 25 パリ乗り継ぎ中のチームから電話連絡あり

18： 00 JICAフランス事務所から、無事空港に到着の連絡

（日本出発から約 20時間後の到着。地震発生から約 54時間半経過）

18： 20 チームからの電話連絡。
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UNDACチームによると、すでにレスキューチームの必要はなく、帰ってもら

っているとのこと。しかしながらCivil Defenseと話し、とりあえず現場を見せ

てもらうこととした。これからすぐにカマラ村へ向かう。

19： 20 チームから電話連絡。

カマラの街に入った（アル・ホセイマから西に15km、約 30分。）団長・副団

長がカマラ村長と協議をしており、ほかの隊員はバスで待機中。今いる場所は村

役場のようなところ。一般の人が300人ほど集まっていて配給待ちの様子（物資

が不足している様子で実際にテント・食糧・服を希望された）。天候は曇りで寒

いくらいである。

村長からのコメントでは、今欲しいのは物資。ここでは活動するところはない

だろうとのこと。これからチームはベニ・ハディファ村（車で1時間）に移動し

て状況を視察する予定。その後、そこから3時間のイズモーレン村の視察をする

予定。また、その後イズモーレン近くのタマシント村の視察を予定。これで4か

所のひどい地域を視察することになる。タマ・シント以外は道路でアクセスでき

る模様。タマ・シントは道路が細く、状況は悪くアクセスは困難な見込み。

村長からの情報ではベニ・ハディファ、イズモーレンでは国際救助チームがす

でに訪問している。ただし具体的な活動はしなかった模様。国際チームは空港裏

でテント村を形成している。JDRチームは今日中に 4つの村の視察をする予定

であるが途中でサイトが見つかればただちに活動を開始する予定。今夜の宿舎は

活動を行う場合は現場で徹夜。それ以外の場合はバスでの宿泊を予定。

救助チームの近づけない山岳地域についての十分な情報はもっていない。

20： 35 チームからの電話連絡

カマラの町を出るときに、住民により荷物を搭載した車両が 10～ 15分程度

ブロックされた。隊員が乗ったバスも同様に5分程度立ち往生した。似たような

状況が次の訪問予定の村でも予想されるため、全員での移動を中止。隊員には

状況を説明し、副団長及び業務調整員とともに空港近くに設置されたインター

ナショナル・テント村で待機してもらっている。次の村へは、4WD、ミニバス、

大使館車に分乗して移動。

市民が政府への不満を抱いている様子は散見されるものの、治安状況は悪く

ない。

21： 20 JDR事務局にて、インターネットのニュース（Associated Press）で「モロッ

コ地震の死者は571人。内務省関係者発言ですべての者の身元は確認済み。こ

れ以上行方不明者はいない。」との情報を得る。

22： 30 チームと電話交信。
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団長・副団長が集まって今後の方針について協議した。村人は元気な様子で

あり、医療のニーズは少ないと思われる。

・2月27日

00： 10 JDR事務局がインターネットで余震情報を得る。現地に電話連絡。

現地のチームに連絡したところ、「2，3時間ほど前に揺れがあった。震度は2

から3程度であった。隊員に怪我等はなし。」

現在は視察に行っている2チームが戻ってきておらず、その帰りを待っている

状態。

00： 32 チームから電話連絡

「団長・副団長で会議を実施している。携行機材の供与（エアテントなど）を

してもよいか」との問い合わせあり。JDR事務局からは問題ないと回答。

現地では白テントを設営し、物資の半分をその中で確保。トイレは空港のもの

を利用。

他の救助チームとの交流をテント村で実施しているが、ほとんどのチームはま

ともなレスキュー活動はできていない。理由は村における家が少なすぎることに

ある。すでに3チームが帰国した。他のチームは自国の軍用機での帰国となるた

め、それを待っている状態のものもある。ギリシャもしくはオランダはすること

がないため物資の配布の手伝いをしている模様。

4地域の視察結果と20時からUNDACの会議でチームとしての活動方針を決

定する予定。現地時間 24時くらいには活動方針を決定予定。

01： 10 チームに物資供与のスケジュールにつき電話連絡。

英国備蓄倉庫からの物資供与について、英国マンストン空港を27日 17： 00

発、アルホセイマ空港同日 22： 00着（それぞれ現地時間）の予定。テント60

張、発電機 15台、毛布 2000枚、ポリタンク768個。モロッコ事務所への連絡

も依頼。

02： 55 チームから電話連絡

視察チームが戻ったが、救助サイトはない。山間部での救助ニーズについて尋

ねたところ、山間部は道が狭く車両は入れず、海外からの救助チームによっては

携行したバイクを使用し、山間部でのニーズ調査を行っているが、それでもサイ

トは見つからないとのこと。被災地は住宅が散在しており、すでに、各住宅での

救助活動は終了、ニーズはない。

チーム内での検討の結果、現地では救助段階は既に終了と判断し、明日 27日

以降の予定は次のとおりとした。アル・ホセイマ市内に千人規模の避難民キャン
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プがあり、そのそばに防災局（プロテクション・シビル）がハザードを設置して

いる。彼らに対し、そのハザード及び携行機材を活用し、デモンストレーショ

ン・技術指導を行う。その後、使用した救助機材及びテント等の被災民が必要

とする資機材は先方政府に供与する。22時、英国からの供与物資の到着を待っ

て、物資を積み下ろし、先方政府への引渡し等の作業をチームにて行う。27日

はアル・ホセイマに宿泊し、翌 28日首都ラバトに向かう。

治安に関し、住民が援助物資に殺到するような状況があるようにも報道されて

いるため、実際の状況を尋ねたところ、そのような混乱は見られず、隊員が危害

を加えられるような危険はまったくない。

03： 40 チームに電話連絡

現地スタッフの庸上について確認。現地スタッフとして通訳 5名。JICA事務

所が手配。英語からフランス語及びアラビア語への通訳を行っている。

04： 20 外務省国際緊急援助室からの情報

アルホセイマ市内において、今回の地震への政府の対応に不満を持つ住民の群

集が市庁舎に押しかけ、警官隊と衝突、住民側 10名程にけが人が出ているとの

報道（ロイター電）ありとのこと。

04： 50 上記ロイター電をインターネットで確認の上、チームに電話連絡、報道の内容を

報告し、現地での事実確認と治安にかかる情報収集を依頼した。

06： 30 チームから電話連絡

今後の予定が決定した。現地 27日、内務省官房長からの申し入れがあり、団

長のみラバドにある内務省に向かい官房長と会う。

それ以外のチーム全員は午前中イズモーレン村を視察し、午後からイズモーレ

ンでデモンストレーションを実施する。その後テント村に戻り、22時到着予定

の物資引渡しに協力する。

28日はチーム本体がラバドへ移動し、団長と合流。

29日にラバドからパリ、パリから日本へ向かう。よって帰国は3月 1日になる

予定である。

12： 15 チームから電話連絡

「たった今大きな余震が発生した。震度は4から5程度と思われる。チームの

全員はバスの中にいてけが人はいない。これによって2次災害が発生する可能性

があるので東京事務局も調査してほしい。」

23： 35 チームに電話連絡

チームは現地時間 15： 00から空港のそばのキャンプエリアで約 1時間程度デ

モンストレーションを実施する由。対象はプロテクション・シビル。救助犬も参
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加する。現在はその準備を行っている。他のドナーの参画は計画していない。

本日の午前中は相手方に供与する機材と日本に持ち帰る機材の仕分けを行っ

た。

・2月28日

01： 10 チームから電話連絡

現地時間 15時から16時にかけてプロテクション・シビル5名（予定では10

名だった）の参加でデモンストレーション（機材使用等の実演）を実施。参加者

は非常に大きな興味を持っており、デモンストレーションは成功裏に終わった。

このデモンストレーションの成功は、隊員たちに大きな満足感を与えている。

救助犬のデモンストレーションにも強い関心がもたれた。デモンストレーション

後、機材の供与の際には、隊員から詳細な説明を聞くプロテクション・シビル関

係者の姿が見られた。

チームはこれから、ロンドンからの緊急援助物資の引渡し式のための準備を行

う。計画としては機側からの物資の積下ろしを行い、引渡し式に臨む。引渡し式

は大使館員が日本側を代表してとり行う予定である。モロッコ側はこの物資の供

与に大きな興味を持っており、現地のテレビ局アルジャジーラがテレビカメラを

持ち込んで取材をする予定となっている。

01： 20 JICA英国事務所から電話連絡

ロンドンから物資を運ぶチャーター便が空港に到着し、物資の積み込みを開始

した。

01： 50 チームから電話連絡

電話の直前に震度 3.5～ 4程度の余震が発生。電話中にも再度、揺れが感じ

られた。全員無事。

03： 25 JICA英国事務所から電話連絡

供与物資を乗せたチャーター機が、ロンドン現地時間 18： 20ロンドン発。予

想到着時刻はモロッコ現地時間 23： 00。

08： 15 チームから電話連絡

アル・ホセイマ空港では、既に到着している機体で飽和状態となっており、現

段階で着陸を許可されている飛行機のリストに日本の物資を乗せたチャーター機

は含まれていない。そのため、同機はアル・ホセイマ近郊のナドール、もしくは

タンジェに着陸する可能性がある。その場合、予定していた物資の引渡し式はで

きなくなる。
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09： 10 JICA英国事務所から電話連絡

アル・ホセイマ空港は、滑走路上に故障した飛行機が止まっているため、現在

閉鎖されている。そのため、チャーター機は管制塔の指示に従い、アル・ホセイ

マから180km離れたAngadesというところへ着陸した（着陸時間は不明）。物

資はおそらくそこで下ろされることになると思われる。引き続き調査中なので、

詳細が判明したらおって連絡する。

09： 35 JICA英国事務所から電話連絡

物資が到着した空港はAngades空港。アルジェリア国境に近いウジダOujda

（英語標記Wujda）の街にある空港。JICAモロッコ事務所とも協議した結果、

物資はここで下ろし、ウジダからアル・ホセイマまではモロッコ側に運んでもら

うことで調整をしている。

10： 35 JICAモロッコ事務所小畑次長への電話連絡

機材の引渡しについて、アレンジの内容は到着した空港からアル・ホセイマま

での車で運ぶ（白バイの先導あり。）。明日の午前中にアル・ホセイマで引渡しの

予定。

16： 20 チームからの電話連絡

「現地時間 7： 00にアル・ホセイマの空港キャンプ地を出発した。これからラ

バットに向かう」との連絡あり。

18： 15 JICAモロッコ事務所に電話連絡

JICA英国倉庫から送った物資の状況について質問。昨日 23： 30頃に予定を

変更してウジューダに到着したが、飛行機から積荷は降ろさず、モロッコ時間の

朝になった現在ナドールに向かって飛行機は飛んでいる。ナドール到着後にプロ

テクション・シビルによりアル・ホセイマに向かう予定だが、先は読めない状

態。

21： 15 JICAモロッコ事務所から電話連絡

「現地時間 10： 15ナドールに到着。ただいま荷物を車に積み込み中。出発の

準備をしている。ナドールからアル・ホセイマまで3時間程度かかる見込み。」

23： 00 チームから電話連絡。

物資の輸送について、現在ナドールからアル・ホセイマへの輸送を準備してい

るが、輸送途中の盗難の危険性もあり、早さよりも安全に輸送されることを重視

し、コンボイを組んで十分な体制で輸送を計画中。

・2月29日

04： 35 JICAモロッコ事務所から電話連絡
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現地時間 28日 18： 30、緊急援助物資はアル・ホセイマ空港に到着。11台の

コンボイにてナドールからアル・ホセイマに陸送。到着後、物資を空港内施設に

収容している最中。収容後、空港内にて引渡し式を実施予定。

05： 25 JICAモロッコ事務所から電話連絡。

現地時間 28日 20時、アル・ホセイマ空港にて、物資の引渡し式が終了し、

物資はモロッコ政府に引き渡された。

３　活動概要

（1）2月 26日、今次地震で被害の大きかったアイト・カマラ村、ベニ・ハディファ村、イズモー

レン村、タマ・シント村を踏査。

（2）2月 27日にはモロッコ内務省防災局（プロテクション・シビル）に対し、救助犬及び捜索

機材を用いた捜索救助訓練のデモンストレーションを実施し、一部機材を先方へ供与した。

１）捜索救助活動

今次派遣においては、本チームは比較的迅速に現地に到着したにもかかわらず、現地にお

いて捜索救助ニーズが確認できず、現地モロッコ側の捜索救助活動を支援するにいたらなか

った。その背景としては、当初予想したほど被害規模が拡大せず、くわえて、現地防災当

局、赤新月社及び周辺地域住民総出の迅速な対応により、海外の救助チームが到着した時

点ではほとんど捜索救助活動が終了していたという状況が考えられる。

本チームは、マスメディア等を通じて現地の被災状況について情報収集し、甚大な災害で

あることを予測（例：「最大被災アイト・カムラ村が壊滅状態・・・」AP等）するととも

に、先方政府から要請を取り付け（＝現地救助ニーズの担保）、迅速に現地に到着している

（「72時間」まで18時間あり）現状から、チームの派遣自体に大きな問題があったとは言い

難い。あえて今回の経験から今後に向けての改善点を考えれば、事前の被災情報（先方政府

ソース、メディアソース含め）の正確さをより追求、徹底すること以外にないであろう。

２）現地対策本部（LEMA）及び国連現地活動調整センター（OSOCC）との協議

本チームは現地到着後、LEMA及びOSOCC関係者より被災現況についてブリーフィン

グを受けた。OSOCC側は既に捜索救助の段階は終了していると明言していたのに対し、

LEMA側は日本チームの救助活動の可能性の余地を残していた。「発災後 72時間」の原則

から、なお救助の可能性が残っていたため、チームは被災規模が甚大と伝えられていた4か

村の被災現況を直接視察・調査し、あわせてサイト選定を試みた。しかしながら、結果的に

は現地でのヒアリング及び隊員による直接観察等から当該 4か村でチームの捜索救助活動を

要するサイトは確認できなかった。



３）技術交流及び携行機材（一部）の供与

今次派遣が捜索救助活動にいたらなかったことから、日本チームとして実際の捜索救助活

動以外に何らかの方法でモロッコ側に対して貢献する方策を検討した結果、現地防災局（プ

ロテクション・シビル）スタッフの能力向上を目的として、携行した当該機材を活用して捜

索技術（含・救助犬による捜索）のデモンストレーションを行うとともに、当該機材を供与

することとした。

先方は内務省防災局長ほか同スタッフ合わせて5名が参加し、日本チームによるデモンス

トレーションを真剣に見学するとともに、実際の各機材の取り扱い方について隊員から直接

指導を受けていた。供与終了後、同局長から当該機材の供与は今後のモロッコ側のレスキュ

ー・チームの効果的な活動につながり、大変ありがたい旨のコメントを受けた。

４）物資供与支援

2月 28日夜間に物資供与によるテント、毛布等がアル・ホセイマ空港に到着予定であっ

たため、本チームは同物資の引渡し式に参加するとともに、航空機からの物資の搬出及びト

ラックへの積み込み等、先方の作業を支援することを計画。しかし、同便の到着がアル・ホ

セイマからモロッコ―アルジェリア国境のオウジャ空港に変更となったため、支援はできな

かった。

５）復興ニーズ調査

災害緊急援助ステージから復旧・復興ステージへの円滑な移行を図る観点から、今次モロ

ッコ災害においても被災地の行政当局関係者に今後の復旧・復興に向けての重点分野、施

策についてヒアリングをしたが、今次災害の規模が比較的小規模であり、インフラにおいて

もほとんど被害を受けていない現状から、特段、今般の地震への対応という意味での対策事

業は計画していないとのことであった。ただし、倒壊を免れた家屋においても被災民は余震

を恐れて夜間は屋外で過ごす家族が多く、そのためテントの供給が圧倒的に不足しており、

その意味でテント供与などの緊急援助ニーズはある。

４　評　価

（1）STOP評価

１）Speed／迅速性

派遣決定（2/25、9： 30）から出発（2/25、21： 55）まで約 12時間であり、迅速性

判断の目安である「決定から出発まで24時間」を十分クリアーしている。

パリ―アル・ホセイマ間のチャーター便の活用（救助チーム派遣で初めて）は迅速な移動

に大きく貢献し、チームは発災約 54時間で被災地直近のアル・ホセイマ空港に到着し、十
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分な実質的な活動時間（「72時間」まで18時間）を確保することができた。先回のアルジ

ェリアでの教訓（パリで8時間フライト待ち）を生かすことができた。

総じて迅速な派遣であったといえる。

２）Target groups／被災者ニーズとの合致及びOperation／活動効率性

この2項目については上記報告のとおり、実質的な捜索救助活動にいたらなかったため、

評価項目として非該当。

３）Presence／認知度、注目度

先方防災当局関係者より、遠い日本から遥々モロッコの地震災害に被害者を救うために到

着した日本チームに対して謝意が表明されるとともに、モロッコ市民は現地メディアの報道

を通じて日本チームの支援を知り、其処此処で本チームの隊員に対して「ありがとう」と声

をかけられるなど、現地において日本の貢献はかなり知られていた。

他方、国内においても適時にメディア関係者に情報を提供し、成田空港での結団式や出発

時の光景などの映像や出発後の JICAホームページへの掲載により積極的に広報に努めた。

（2）教訓・提言

１）防寒着の必要性

今回は被災地に2泊したが、両晩とも隊員は大型バスの中で睡眠をとった。防寒用として

シュラフ及び毛布を配布したが、それでも防寒不足で安眠できる状態とは言えなかった。防

寒装備は隊員各自に任せる性質のものではなく、活動に必要な装備の一部と察する。夜間防

寒目的もあるが、国際標準の観点からも、他の国際チームはいわゆる厚手のレスキュー・ジ

ャンパーを揃えており、同種の防寒着（兼作業着）を揃える必要性は大きい。厚手の下着も

効果的な防寒に役立つ。

２）チャーター便の活用可能性

今回はフランス事務所、パリ JALパックなどの協力により、極めてスムーズにチャーター

便の手配から現地対応、さらに迅速な現地到着に至った。今後の活用可能性をあらかじめ把

握するために、パリのみならず、シンガポール、ロサンゼルス、フランクフルトなどの他の

ハブ空港でのチャーター可能性調査をして必要性がある。
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事 務 局

国 際 機 関 等
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携
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５　派遣メンバー

モロッコにおける地震災害に対する国際緊急援助隊救助チーム
Japan Disaster Reiief Team for Earthquake in Kingdom of Morocco

鈴木　栄一
Mr. SUZUKI  EIICHI

渡邉　道雄
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外務省経済協力局国際緊急援助室
Overseas Disaster Assistance Division, Ministry of Foreign
Affairs

警察庁国際第一課
National Police Agency

総務省消防庁
Fire and Disaster Management Agency, Ministry of Home
Affairs

海上保安庁総務部国際・危機管理官
Japan Coast Guard

JICA国際緊急援助隊事務局
Secretariat of Japan Disaster Relief Team,
Japan International Cooperation Agency

警察庁情報通信企画課
National Police Agency

警視庁警備部警備第二課
National Police Agency

警視庁警備部警備第二課
National Police Agency

警視庁警備部警備第二課
National Police Agency

団長
Leader

副団長
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副団長
Sub-leader

副団長
Sub-leader

副団長
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通信
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救急救助
Rescue

救急救助
Rescue

救急救助
Rescue

大窪　太郎
Mr. OKUBO  TARO

神奈川県警察本部警備部第一機動隊
National Police Agency

救急救助
Rescue

栢之間　紀行
Mr. KAYANOMA  NORIYUKI

神奈川県警察本部警備部第一機動隊
National Police Agency

救急救助
Rescue

角田　八一
Mr. TSUNODA  HATSUO

東京消防庁
Fire and Disaster Management Agency, Ministry of Home
Affairs

救急救助
Rescue

中谷　守
Mr. NAKATANI  MAMORU

東京消防庁
Fire and Disaster Management Agency, Ministry of Home
Affairs

救急救助
Rescue

伊藤　学
Mr. ITO  MANABU

東京消防庁
Fire and Disaster Management Agency, Ministry of Home
Affairs

救急救助
Rescue

浅野　準
Mr. ASANO  HITOSHI

東京消防庁
Fire and Disaster Management Agency, Ministry of Home
Affairs

救急救助
Rescue

白井　孝広
Mr. SHIRAI  TAKAHIRO
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Fire and Disaster Management Agency, Ministry of Home
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Secretariat of Japan Disaster Relief Team,
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Coordination

18

19

20

21

22

23



第３章　業務調整報告

１　移動・輸送

（1）携行機材の積込み

車上通関した携行機材 76個（小隊セット22＋中隊セット9＋本部機材他 45）とチェック

インした機材（救助犬 2頭を含む）51個の合計 127個を携行した。

（2）トランジット

途中の経由地パリから、チャーター便を利用して、直接アル・ホセイマに向かった。前回の

アルジェリア地震では、この経由地でフライトの都合上 8時間待機したが、今回はほとんど時

間的なロスはなく、スムースな乗継となった。携行機材はスルー扱いとして、空港で通関せず

に直接乗継機に積み込み、この乗り換えによる機材の積み替えに1名立会ったが、パリ空港の

気温はマイナス2℃で防寒ジャンパーもないなかでの作業となった。

救助犬に対しては、機長の計らいで機内に乗り込むことができた。

（3）アル・ホセイマ空港着

アル・ホセイマ空港に近くなった時点で、機長から呼ばれ、同空港への着陸許可が下りない

が、①近くのナドール空港に降りるあるいは②上空を旋回しながら1時間ほど許可の下りるの

を待つ、という2者選択をせまられ、しばらく上空待機することとしたが、まもなく着陸許可

が下りほぼ定刻に到着した。

（4）アル・ホセイマ空港

空港では、JICA事務所が首都から借上げた大型バス、マイクロバス1台、トラック1台（も

う1台が先方政府から提供され初日のみ使用した）及び大使館、JICA事務所の4WD車それ

ぞれ1台を利用した。

バスの中での睡眠となったが夜間の気温の低下が激しく、また、ときおり余震でバスが揺れ

ることもあり熟睡できない隊員もいた。

帰路はバスとトラック（機材）でアル・ホセイマから陸路首都ラバトへ約 10時間（途中昼

食休憩約 75分）をかけて移動した。

（5）被災地への移動

合計 6台でコンボイを組んで最初の調査被災地アイトカマラに向かったが、この調査地から

次の被災地へ向かおうとしたところ、住民による車両の通行阻止にあったため、マイクロバス

1台と4WD車両 2台の3台で調査を続行することとし、バス及びトラックは空港に接した国
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際チームのベースキャンプで待機した。

２　ベースキャンプの立上げ

携行した白のエアーテントを空港脇に立上げ、ここに本部機能を持たせ、連絡通信、事務処

理、食事をすることとした。

このテントでは、発電機よる自家発電を行い、パソコンを設置したほか、プリンターや衛星通

信用インマルサットをセットアップした。また、無線機、イリジュウム、携帯電話、デジタルカ

メラなどの充電に利用した。そのパソコンと衛星通信機などで JICA国際緊急援助隊事務局や関

係機関と連絡をとった。

３　生活環境整備

（1）トイレ

トイレは空港のものを使用したが、一時使用不可の状況となったので、簡易トイレ2基を設

置した。前回のアルジェリアの反省も踏まえ、軽量で、組み立てやすく、安定感のある“セピ

ア”を携行したが、好評であった。

（2）食　事

キャンプに近い状況になったが、2日間は、乾パンやアルファー米、缶詰などの携行食で済

ませた。食事の準備は全隊員で実施したため、非常にスムーズであった。調査に行ったチーム

メンバーにタイムリーに食事を提供できなったことが反省点としてあげられるが、帰着時間等

を連絡取り合いながら実施すべきであった。

（3）睡　眠

バスの中で、シュラフを使っての睡眠となったが、狭い上に夜間の冷え込みが相当厳しかっ

たため、十分な睡眠がとれる状況にはなかった。

（4）防寒ジャンバー装備の必要性

熱帯性気候の多い途上国での活動を前提にしたためか、防寒対策は現在の装備のなかにはほ

とんどない状況でこの地域の朝、夜間の冷え込みは厳しい状況であった。寒冷地に派遣される

可能性もあることから、防寒ジャンパーの装備を検討すべきであろう。

※個人携行品のスリム化

個人用ザックを貸与しており、ザックに収容できる範囲の荷物に抑えることを強く要望する。

ハンドブックに参考として個人携行品一覧表が掲載されているのでなるべく携行品を最小限に
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抑えることを徹底すべきである。

実際に救助活動は最大で3日間であり、特に初日･2日目は夜間を通しての活動となること

が多いので着替えも3着程度で十分である。

※交換品の確保

今回は空港前のキャンプ地に各国のチームがテントを張り国際村のようになっており、お互

いに訪問しあっていた。また、日本チームのところに来てワッペン、Tシャツ、レスキュー手

袋などの交換を要求された。ヨーロッパの救助隊員も思い出づくりをしているようだ。個人用

小物を持参すれば外国チームとの交流に有用である。

水

JICAモロッコ事務所でミネラルウオーターの現地購入ができたので、携行した水は最小限

に押さえることができた。事前に首都や現地近郊でミネラルウォーターの購入が可能であれば、

日本からの搬出は少量で済むために経費の節減につながるので、事前に確認すべきである。

ガソリン及びエンジンオイル

ガソリンの購入は JICA事務所に依頼していたが、当初、購入されたガソリンを調査車両に

搭載のまま、現地調査をせざるを得ず、結果として、テント立上げ場所でガソリンがなくなり

発電機なしの立上げとなった。車の手配、ガソリンの必要場所への手配などの決断は、活動場

所が不定の場合きわめて困難になるが、要点を抑えた調整業務が必要となる。なお、活動拠点

の設営にあたっては夜間照明、調理用などに約 100 のガソリンが必要である。

４　報告・記録

パソコンとインマルサットを活用し、日本の外務省や JICA国際緊急援助隊事務局へ電話及び

メール送信（写真や報告書など）にて報告を行った。通信機器のトラブルがよく発生したが、そ

の都度、警察庁の通信隊員が解決し、順調に交信が可能であった。

今回は小規模の限られた人員であったので、専属の広報要員を配置せず、JICAの副団長、業

務調整員がデジタルカメラ3台で写真撮影するとともに、調査時の被害状況などをデジタルビデ

オで撮影した。
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第４章　総括・団長所感

１　全体を通じての所感

（1）2004年 2月 24日午前 2時半（日本時間午前 11時半）の地震発生以来、我が国は直ちにモ

ロッコ政府に対し、国際緊急援助による支援スキームを説明の上、支援方用意がある旨オファ

ーし、右に対するモロッコ側の要請が 25日午前零時半（日本時間午前 9時半）になされた。

モロッコ側の支援要請については多少の時間の差はあるものの、ほぼ同じ時間帯に関係国に対

し支援要請を発出したものとみられる。我が方は、右要請を受け、ただちに国際緊急援助隊救

助チームの派遣を決定し、要請後約 12時間後には成田を出発、パリからはチャーター便で26

日現地時間の午前 8時半にはアル・ホセイマ空港入りし（地震発生後 54時間後）、蘭チームも

ほぼ同時刻に到着していることを考えれば、極めて迅速な対応であったものと思われる。

（2）しかしながら、日本チームを含む各国チームの多くが到着した時点で捜索・救助活動を行う

段階は経過しており、実際問題として、そのほとんどが救助活動にあたっていない。右につい

ては、モロッコ側関係者及び各国チーム等から聴取した情報を集約すると、モロッコ側は被災

状況についての情報が錯綜し、次第に事態が悪化していく過程で、外国政府への要請に踏み切

ったものの、結果的には、モロッコ側の救助活動のみで対応することができ、外国から救助支

援は必要なかったとみるのが妥当と考えられる。

（3）我が方救助チームの滞在中、モロッコ内務省防災局（プロテクション・シビル）との交流の

機会がもてたことは極めて有意義であった。我が方チームが携行した捜索機材の使用について

のデモンストレーションに加え、救助犬のしつけ及び捜索訓練のデモ開始を行った。最後に、

これら最新の機材を供与したことは、先方から大変感謝され、結果として我が方チームの能力

の高さを示すことにもなった。

（4）救助チームが、アル・ホセイマ空港（我が方を含め各国チームは、同空港内の敷地にテント

を張り、キャンプを設置）に到着してから、滞在中、数度にわたり余震が続いた。我が方は、

バスの中を宿泊所としたことから、バスの揺れで目を覚ますほどの強さであり、被災住民のみ

ならず、家屋を有する住民もこの余震を恐れて、外泊していることから、住民の疲労、不満、

恐怖感が相重なっている。このようなことから、住民は暴徒化し、物資を奪い合う等被災地の

緊張度が高まっている。右は、被災地のリフ地方が貧しい地域であるとの歴史的背景、また、

1994年の地震の際にモロッコ政府が援助物資を支給すると約束しながらもこれを実施しなか

ったこと等により政府に対する住民の不満が潜在していることに起因するものと思われる。
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（5）前述のとおり、我が方チームが、被災地域を訪問した際、かかる不満を抱えた住民が、我が

方車両の前に立ちはだかり、制止した場面が何回かあったが、彼ら住民が、その都度、我が方

の説明及び車両の前のガラス等に貼られている「日本国際緊急援助隊 ― JDR，JAPON」を

視認し、日本は通させてやろうとの態度を示し、日本が友好的に受け止められていることを知

り、感慨深いものがあった。

（6）今回、我が方救助チームは、被災地において捜索・救助活動を行う機会はなかったものの、

モロッコ政府から、日本が迅速に支援を決定し、救助活動のため駆けつけたことについて感謝

の言葉が述べられたこと、モロッコのテレビのニュースにおいても、アジアの日本から救助チ

ームが来訪している旨報道されたことから、日本・モロッコ両国の友好親善の観点から一定の

役割は果たしたものと考えられる。

２．モロッコ側の本地震に対する自国の対応に関する考えと日本への謝辞

今回の地震では結果的にモロッコ政府、及び被災者が独自に対応したことから海外の救助チー

ムが具体的な救助活動を行う機会がなかった。この点についてモロッコ側の考えを把握するため

に、鈴木団長が27日午後マンスーリ内務省内務局長を訪問した。以下にその訪問時のやり取り

を示す。

団長から、弔意の表明し、空港到着時の国連関係者及びモロッコ側対策本部関係者によって、

すでに救助活動が終了段階にある旨ブリーフィングを受け驚いていることと日本・モロッコ双方

の救助チーム関係者の交流会を開催して、一部携行機材につきデモンストレーションの実施及び

今夕、我が方の緊急援助物資が到着する等発言した。

（1）今回の地震に際し、日本はいち早く対応してくれた国のひとつであり、モロッコ政府として

これを高く評価しており、モロッコ政府を代表して感謝申し上げる。

（2）また、モロッコ内務省防災局（プロテクション・シビル）と日本救助チームとの交流会の場

が設けられ、日本からの携行機材の一部が供与されたことに対しても感謝申し上げる。

（3）今回、ヨーロッパを中心に救助活動に駆けつけてくれたチームのなかには、モロッコ政府等

の独自の対応による救助活動がほぼ終了していたことから、これらチームの活動する場所がな

いとして感情的になる面もあったかとも思うが、モロッコ政府は、これら国際支援に対して心

より感謝している。

（4）アル・ホセイマ付近の地域においては、いまだに余震が続いているため、被災住民は精神的
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に動揺しており、これが物資の支援を求める暴動、デモといったかたちで表れている。また、

モロッコ政府としても、これまでこのような大規模な地震に対応した経験もなく、かかる経験

不足が物資配給の遅れとして表れている。

（5）現在、各国から物資の支援をいただいているが、モロッコ政府は、テントを緊急に必要とし

ている。当初、被災者家族の多くを収容することができる大きなテントを供給す方針でいたが、

被災地域は、保守的な考え方が強いところであり、特に、女性のいる家庭にあっては同じテン

トに他の家族と一緒に住むことを拒んでおり、かかる非常事態にあっても家庭用テントを欲し

ている。さらに、現在も余震が続いており、これまで被災していない住民にあっても、恐怖心

から自宅を退避し、多くの住民が野宿をしいられている。

モロッコ政府は、これに対し、自国で生産したすべてのテントを供出したが、これらのニー

ズに対応できず、現在、緊急にテントを必要としている状況である。

（6）日本から支援していただける緊急物資の中には家庭用テントがあったが（注： 60張）、更な

るテントの追加支援をいただければありがたい（右を受け、団長より、東京に持ち帰り検討す

ることとしたい旨応答）。
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１．活動報告書

モロッコにおける地震災害に対する国際緊急援助隊救助チーム 日報

（2月26日）

１．日　程

04： 15 ドゴール空港着

06： 55 ドゴール空港発

08： 25 アル・ホセイマ空港着

08： 40 OSOCCレセプション・センターに報告

UNDACチームより現況についてブリーフィング

モロッコ側Civil Protectionと打ち合わせ

09： 25 アル・ホセイマ空港SARキャンプ地発

10： 05 アイト・カマラ村着。村長に面会

10： 45 アイト・カマラ村発。団長、副団長（渡辺、中本、玉越）、大野は被災地視察

（ベニ・ハディファ村）に向けて出発。大型バス及び機材トラック2台は一旦空港

キャンプ地へ戻り、待機。

11： 25 待機組、空港着

13： 50 視察組、ベニ・ハディファ村視察の後、空港キャンプ地着

14： 05 視察組、空港キャンプ地発

18： 05 視察組、イズモーレン村、タマ・シント村視察の後、空港キャンプ地着

20： 15 OSOCC定時会議

21： 05 会議終了

21： 20 チーム内ブリーフィング（今後の方針、明日の予定等）

２．活動報告

（1）パリ―アル・ホセイマ間チャーター便

ドゴール空港到着後、フランス事務所長、次長及び JAL関係者の出迎え及び先導により、

人員、機材及び救助犬ともに極めてスムーズにチャーター便への乗り換えを完了した。空港側

の配慮により、救助犬にはチャーター機積み込み前に機体周辺での散歩も認められた。今回の

チャーター便の利用については隊員からも好評であり、今後とも本方式は迅速に資機材ととも

に緊援隊を派遣する手段として大変有効であると思われる。
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（2）OSOCCレセプション・センター

１）UNDACチームによるブリーフィングは次のとおり。

①レスキュー活動のステージはすでに終了段階に入っている。OCHA本部にもその旨を報

告済み。昨日（2/25）の午後Vir tual OSOCCに載せたので、すでに、そのときは JDRチ

ームは日本を出発したあとだったのではないかと思う。

②他のSARチームはすでに帰国したチーム、なお滞在しているが帰国のために待機している

チームがほとんど。レスキュー活動は展開していない。レスキュー活動のニーズがないため

一部のチームは援助物資の分配の支援をしている。

③外国SARチームによる生存者の救出例はない。遺体を1、2体収容したと聞いている。チ

ーム名は不明。

２）モロッコ側責任者（プロテクション・シビル及び軍幹部）との協議

先方より、冒頭、日本の国際緊急援助隊救助チームの派遣ついて謝意が述べられ、資機材

の輸送等日本チームが活動を展開するために必要なサポートについて協力したい旨の発言が

あった。

これに対して団長より、モロッコ側の受入れに対して感謝する。日本チームはモロッコ政

府からの要請を受けて今回派遣された。日本チームとしては今回の隊員 23名で何とかモロ

ッコ側を支援したいと考えている。UNDACチームから、レスキューの段階は終了したとの

説明を受けたが、被災地のいずれかで救助活動が継続している場所があれば、これから合流

して支援したい意向を伝えた。

先方は、レスキュー活動は終了段階ではあるが、救助活動はなお続いているので、どこか

日本の支援を得られる場所があるかもしれない。とりあえず、被害の大きかった村を見ても

らってから考えてはどうか。

３）上記状況のとおり、各国 SARチームはすでにレスキュー活動を終了していたが、被害が

甚大と伝えられている数か村、特に壊滅状態と報道されていたカムラ村については、なお発

災害後 55時間あまりしか経過していない状況からも直接現場を確認する必要があるとの判

断から、同村を視察することとした。必要に応じ、即オペレーション対応できるよう全資機

材（トラック2台分）も携行した。

（3）アイト・カマラ村現地視察

アイト・カマラ村では村長（内務省行政官）に面会し、被害状況及びレスキュー活動の必要

性について確認したが、同村長からは死体も含めレスキュー活動を要する状況はすでにない旨

の説明を受けた。村役場周辺には援助物資の分配を待つ民衆が集まっており、それらの民衆数

名にも尋ねたが、答えは同じであった。

実際に、空港からの道路周辺また村役場周辺において、全壊している家屋は確認できず、せ
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いぜい壁の一部にクラックが入った程度であった。

チームとして、アイト・カマラ村にはレスキュー活動のニーズはないと判断し、次の村へ移

動することとした。

村を出発しようとしたところ、村役場周辺に集っていた民衆約 200名ほどが一斉に路上に進

み出て、走行中の車両を制止していた。我が方チームの車両もブロックされた。第 1号車の大

使館車はこれをすり抜けたものの、次の機材トラックが完全に止められた。警察によるデモ民

衆の排除により約 10分後、機材トラックも群集から抜け出た。これに続いたミニバス（借り

上げ車）と JICA四駆も何とか抜けたが、最後の大型バスは約 5分ほど止められた後、ようや

く前進することができた。

今回の民衆のデモ行為は、普段より中央政府から冷遇されている貧困地帯に地震が発生した

ことから、これを契機にこれまでの不満を露わにして、援助物資を迅速に分配しない村の行政

に対して、民衆の怒りの度合いを知らしめるためものであったと推察する。デモ直後より警察

が制止に動いたこともあり、身の危険を感じるほどではなかった。

念のため、予定していた残りの3か村については機材トラック及び大型バスは空港キャンプ

地で待機することとした。

（4）他 3村（ベニ・ハディファ村、イズモーレン村、タマ・シント村）現地視察

被害が大きいとされていた上記 3村を視察したが、イズモーレン村で大規模な避難民キャン

プを確認した程度で、アイト・カマラ村と同じく、他 2村もレスキュー活動のニーズにつなが

る状況はなかった。

（5）OSOCC定時ミーティング

各チームより本日の活動報告がなされたが、レスキュー活動を展開したチームはなかった。

報告の概要は次のとおり。

１）日本：本日 2月 26日午前 8時 25分にアル・ホセイマに到着。その後、被災地である数か

村の視察を実施。レスキュー活動を要する現場はなし。2月 27日午後 3時からイ

ズモーレン村でプロテクション・シビルに対して日本チームの一部の携行機材のデ

モンストレーションを行うとともに、テントやファイバー・スコープ等の機材を供

与する予定。2月 28日午前にはアル・ホセイマ発予定。また、物資供与として、2

月 27日午後 22： 00にテント、毛布、発電機、ポリタンク等が日本政府より送ら

れる。

２）フランスCOSI（NGO）：ニーズの高い援助物資としてはテントと毛布。食料は問題な

し。しばらく滞在予定。

３）ギリシャ：薬品等を供与。2月 27日帰国予定。
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４）アイスランド： 2月 25日昼到着。2月 27日帰国予定。

５）Mediu du Moand： 2月 25日午前 4時着。毛布、薬品等を供与

（6）各国チームの現況（各チームより直接聴取）

１）ギリシャ（政府SARチーム）

22名。2月 26日午前 2時アル・ホセイマ着。アイト・カマラ、ベニ・ハディファ両村に

てサイトを探したものの、レスキューを要するサイトなし。2月 27日帰国予定。

２）オーストリア（市民組織救助犬チーム）

20名。救助犬 16頭。2月 25日午後 1時アル・ホセイマ着。アイト・カマラ村にて試みる

ものの捜索オペレーションを要するサイトなし。2月 26日帰国。

３）ポルトガル（政府SARチーム）

29名（含・医師、救助犬）。アル・アゼム村にてサイト選定したが、オペレーション場所

なし。帰国のための軍用機待ち。帰国日程未定。

４）オランダ（政府SARチーム）

40名（含・医師、救助犬 4頭）。2月 25日午後 3時アル・ホセイマ着。車で入れない村内

へオートバイ（チームの携行機材）でサイト選定中。オペレーション活動なし。2月 28日

帰国予定。

５）スペイン（マドリード市消防）

11名（医師 3、看護し3、支援要員 5）。2月 25日アル・ホセイマ着。移動診療者にて2

月 26日より巡回。

６）アイスランド（政府SARチーム）

20名。2月 25日午前 10時アル・ホセイマ着。イズモーレン村でサイト選定を試みたが、

結局オペレーションにいたらず。2月 27日帰国予定。

７）イタリア（政府SARチーム）

約 20名。2月 25日正午アル・ホセイマ着。被災した村々を巡回したが、SARチームがや

ることなし。オペレーションにいたらず。2月 26日帰国予定。

３．今後の活動方針

本日の4か村の視察により、SARオペレーションのニーズがないことが確認できた。本チーム

としては、右状況にあわせ発災後 72時間も経過したことから、レスキュー活動の段階は実質的

に終了しており、今後オペレーションの可能性は極めて少ないものと判断している。

レスキュー活動によるモロッコ側に対する支援、貢献に替えて、明日 2月 27日午後にイズモ

ーレン村にてプロテクション・シビルのスタッフに対して、捜索機材（棒カメ等）のデモンスト

レーション及び取り扱い指導を行った後に、テントなどとともに先方に供与する。これをもって
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モロッコ側の災害捜索技術の向上に寄与したい。

さらに、明日午後 10時を予定している供与物資のアル・ホセイマ空港到着時に、チーム全員

（除・団長）も引渡し式に参加するとともに、モロッコ側の荷降ろし作業をサポートする。物資

の被災地までの分配のサポートも検討したが、被災地によっては分配時に民衆が殺到し混乱する

可能性も十分考えられることから、見送ることとした。
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モロッコにおける地震災害に対する国際緊急援助隊救助チーム 日報

（2月27日）

１．日程

08： 30 機材振り分け作業

10： 40 副団長、施設省アル・ホセイマ州地域事務所所長面会　

12： 20 副団長、アル・ホセイマ空港キャンプ地着

14： 00 捜索機材のデモンストレーション・リハーサル

14： 45 リハーサル終了

15： 10 デモンストレーション本番

15： 45 デモ終了、機材引渡し

20： 05 OSOCC定時会議

20： 40 OSOCC定時会議終了

22： 55 緊急援助物資の積み下ろしスタンバイ

23： 05 同物資搭載のチャーター・フライトがアル・ホセイマ空港への着陸不可との連絡

23： 25 ～バスで待機

２．活動報告

（1）捜索機材デモンストレーション及び機材供与

本日午後 3時よりモロッコ内務省防災局（プロテクション・シビル）局長General De

Brigade Abdelkrim Elyaagouli氏ほか同局レスキュー・スタッフ計 5名を対象として捜索機

材の紹介、及び取り扱い習熟のためのデモンストレーションを行った。総合指揮進行は角田中

隊長（東京消防庁）。日仏語通訳は日本大使館八角書記官及び JICAモロッコ事務所中川企画

調査員。

デモンストレーション開始に先立ち、角田中隊長（東京消防庁）より、今回の日本チームの

派遣に関しては、残念ながらモロッコ側のレスキュー活動を支援する機会がなく、被災者の救

命に貢献することはできなかったが、モロッコのレスキュー技術の向上に多少なりとも寄与し

たいという我々の願いから、今日のデモンストレーションを企画した。この機会を通じて両チ

ームの交流の更なる促進が図られることを期待したい、との本企画の趣旨が伝えられた。

まずは、山川救助犬チーム隊員（警視庁）のリードにより警備犬（救助犬）のしつけ及び捜

索訓練のデモ開始。国際緊急援助隊救助チーム初めての女性レスキュアー横井隊員（警視庁）

が担当犬オディン号と組み、基本的なしつけの様子を披露した。続いて相田隊員（警視庁）が

クセノ号と組んで本格的な捜索訓練を実演した。要救助者発見の訓練では、白テントの収納ケ

ースに稲葉隊員（海上保安庁）が潜んだが、クセノ号は同ケース前で内部の人間の匂いを嗅ぎ
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つけ鋭く吠え、要救助者の存在を相田隊員に知らせた。（このあと稲葉隊員がケースから現れ

プロテクション・シビル側一同拍手）

つぎは中谷隊員（東京消防庁）のリードで、棒カメの実演を浅野隊員（東京消防庁）と伊藤

隊員（東京消防庁）が、ファイバー・スコープのデモンストレーションを村上隊員（海上保安

庁）と栢之間隊員（神奈川県警）が両機材の使用から収納方法までを丁寧に説明した。プロテ

クション・シビルのレスキュアー達は機材近くまで歩みより興味深く両隊員の説明を聞いてい

た。

続いて、白井隊員（千葉市消防局）のリードで、中野隊員（海上保安庁）と岡山隊員（京

都市消防局）が投光器の取り扱い方を説明した。三脚に固定して使用する方法と投光部分を

三脚部分から外して使用する方法などを紹介した。

最後に担架の使用方法について、中野隊員（海上保安庁）及び岡山隊員（京都市消防局）

がプラスチック製と布製（金属枠組）の2タイプを紹介した。

約 45分間のデモンストレーションの後、実際にプロテクション・シビルの彼らにも直接機

材に触れてもらい、各隊員は機材の細かい使用方法や注意事項などについて個別に指導した。

デモンストレーション終了後、本チームよりプロテクション・シビル側に上記機材に加え、

白テント、発電機などの関連資機材が供与された。

プロテクション・シビル側からは、「今回の日本チームからの機材供与は今後のプロテクショ

ン・シビルレスキュー・チームのより効果的な活動につながり、たいへんありがたい。今回の

イベントは大成功（"Big success"）であった」との発言があった。

（2）供与物資の積み降ろし支援

緊急援助物資の供与のタイミングが本チームのモロッコ／アル・ホセイマ空港キャンプ地で

の滞在時期に重なったため、本チーム全員で空港での物資の運搬作業を支援する予定であった

が、急遽、物資を輸送したフライトの着陸許可が取り消されたため、支援は叶わなかった。

（3）OSOCC定時会議

今回の会議で報告された各チームの進捗等は次のとおり。

①UNDACチームは明日（2月 28日）に帰国。

②トルコGEAレスキュー・チーム：レスキュー・オペレーションのサイトは今日もなし。

③Telecom Sans Frontier：緊急ステージは終了。

④ドイツTHW：明日まで活動する予定。日曜日に国王関連の行事があるため出発は明日

土曜日のほうが良い由。

⑤イタリアNGOチェスビー：田舎を回ってニーズ調査をしている、最も必要とされている

のはテント。
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（4）今後の復旧・復興に係わるニーズ

本日 10時 30分、JICAモロッコ事務所中川企画調査員とともに内務省設備局アル・ホセイ

マ州地域事務所を訪問し、本チームの今回の活動について説明するとともに、今回の地震の被

害の実態、及び今後の復旧・復興計画等について情報収集した。

アル・ホセイマ州地域事務所では主として道路交通関連インフラを所管しているが、道路・

港・ダムなどに地震による被害はなく、したがって、特段今次災害に係わる復旧・復興事業の

計画はない。

上記状況はほかの電気・水道・ガスなどのインフラ分野においても、同様と推察される。た

だし、住宅分野に関しては余震に対する恐怖から、特に被害の大きかった村では多くの住民が

テントの配布を強く要望しており、モロッコ政府側の供給キャパシティを超えている現状から、

追加支援の必要性は高い。
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